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第 四 問 （ 現 代 文 ） 
 

（ 一 ） 

※ 全 体 的 に よ く で き て い た 。 

○ 「 功 利 性 原 理 」 に よ れ ば 、 倫 理 的 価 値 の 究 極 的 本 質 は 有 用 性 と 全 体 性 に あ る が 、 有 用 性

は あ ら ゆ る 価 値 に 普 遍 的 な 性 質 で あ り 、 全 体 性 こ そ 倫 理 的 価 値 の 特 質 で あ る こ と 。 （ ５ 点 ） 
 

○ 倫 理 性 は 有 用 性 、 全 体 性 か ら 成 る が 、 有 用 性 は 価 値 一 般 に 共 通 で 普 遍 的 な 性 質 で あ る の

で 、 全 体 性 が 倫 理 性 の 根 拠 、 独 自 の 特 徴 で あ る と い う こ と 。 （ ５ 点 ） 
 

（ 二 ） 

○ 倫 理 的 た る 条 件 は 全 体 性 で あ り 、 集 団 は 構 成 員 に と っ て 内 部 で の 共 通 性 と 外 部 へ の 断 絶

か ら 明 確 か つ 強 固 な 全 体 性 を 持 つ も の で あ る と い え る か ら 。 （ ５ 点 ） 
 

○ 集 団 の 内 と 外 で は 質 的 な 断 絶 が あ り 、 集 団 と は 全 体 性 の 担 い 手 で あ る の で 、 集 団 性 そ の

も の が 倫 理 性 の 根 拠 で あ る 全 体 性 を 内 在 さ せ て い る か ら 。 （ ５ 点 ） 
 

（ 三 ） 

△ 集 団 的 行 為 自 体 に 倫 理 性 が 内 在 す る こ と で 、 倫 理 的 堕 落 へ の 心 理 的 抵 抗 力 が 個 人 と 較 べ

集 団 は は る か に 弱 く 、 反 倫 理 的 行 為 が 使 命 感 や 義 務 感 す ら 伴 っ て な さ れ る こ と 。 

△ 集 団 的 全 体 性 は 倫 理 的 欲 求 を 満 た し て く れ る た め 、 反 倫 理 的 行 為 が 倫 理 的 行 為 と な っ て

し ま い 、 価 値 の 追 求 が 同 時 に 価 値 の 毀 損 に な っ て し ま う こ と 。 
 → 「 逆 説 」 「 パ ラ ド キ シ カ ル 」 と い っ た 語 を 用 い た い 。 （ ４ 点 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（ 四 ） 
△ 人 間 社 会 の 倫 理 的 思 考 を 支 え る 社 会 や 国 家 と い う 全 体 は 、 各 人 が 全 体 を 自 ら と 対 置 さ れ

た も の と し て 捉 え る た め 、 非 人 間 的 全 体 で あ り 、 抽 象 的 観 念 に 過 ぎ な い こ と 。 
 → 波 線 部 に 続 い て 、 「 自 己 を 排 除 す る 」 と い う 説 明 を す る と 、 な ぜ 「 非 人 間 的 」 に な る

の か が よ り よ く わ か る よ う に な る 。 （ ４ 点 ） 
 

△ 人 間 の 倫 理 的 思 考 を 支 え る の は 公 で あ る の に 、 公 は そ の 中 に 人 間 を 含 ま な い 、 抽 象 的 観

念 に す ぎ ず 、 そ れ に 依 拠 す る 判 断 と 行 動 派 主 観 的 倫 理 意 識 や 反 倫 理 的 傾 向 を 生 み が ち で あ

る こ と 。 
 → 傍 線 部 の 「 ト リ ッ ク 」 が 、 段 落 冒 頭 の 「 心 理 的 陥 穽 」 と 同 じ も の で あ る こ と に 気 づ

け ば 、 解 答 の 前 半 の 説 明 を さ ら に 詳 し く し 、 後 半 の 説 明 は 省 い て も よ い こ と が わ か る だ ろ

う 。 （ ３ 点 ） 
 


